
　大学入試問題についてのメモ

　　複素数平面の問題

　　年　上智大学　理工学部

　　３　複素数からなる数列   を，次の条件で定める。

　　　　　　　　　  ，　     　…

　　　正の整数に対し，  に対応する複素数平面上の点を  とおく。

　　　　    ，    ，    　である。

　　　　＞，＜を用いて， のようにを極形式で表すとき，

　　　　 ，　 　である。

　　　　すべての正の整数に対する    が互いに相似になる点に対応する複素数は，

　　　　  　である。

　　　　   ＞となる最小のは である。

　　　　   が実軸上にある最小の正の整数は である。

     と同様に

    と変形

　　　数列の漸化式を複素数平面上の回転に結びつけたなるほどと思わせる問題です。

　　　　　     　から　     





 
















   

     

１





 





 



これが

     

がわかる

　　　　　
  

 
　……①　ここで　




，  

　　点    を点の周りで



だけ回転し 倍に拡大した点が      

　　であることを①は表している。下左図

　　　上右図から　      ，     ，     





 









       

　　　    ，





　　　点に対応する複素数は，    

　　　①から　    
 

  

　　　　　      
   　よって　   

 
  

　　　         であるから

　　　　　       ＜

　　　　　＜     

　　　したがって　   ＞となる最小のは  である。

　　　  が実軸上にあるのはのとき

　　　となる最小の正の整数は  である。
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　　年　東京農工大学

　　１　を虚数単位とし，を原点とする複素数平面上で，，を表す点をそれぞれ，とする。

　　　は＞を満たす実数とし，点は線分を：に外分する点とする。の面積がである

　　　とき，次の問いに答えよ。

　　　　半直線から半直線までの回転角をとおく。の値を求めよ。

　　　　の値を求めよ。

　　　　の内接円について，中心を表す複素数を，半径をとする。との値を求めよ。

　　　複素数平面の問題に見えますが，図形的に考えれば複素数をそれほど用いなくても答は分かります。













これからすべて

簡単になる

　　出題の主旨に反するのかも。

　　　，の傾きはそれぞれ，であるから




　　　　　　よって　











　……答

　　　



･　から　




･ 

　　　　　　よって　 　すなわち　














　　　　は線分を：に外分するから　　……答

　　　において，はの二等分線，

　　　　の二等分線ととの交点が求める内心

　　　　　　　：： ：

　　　　より点はを： に内分するから

　　　　　＝
      

 


      

 

　　　　　　
         

 


      


　……答



















極形式

 

　　　　



　から　




   

　　　　　


 


  


　……答

　＜別解＞

　　　
 

 
      

     
 



 





　　　　　　



，






　　　 





 

 


 

 
に等しいから，　






 



　　　　点との距離が内接円の半径に等しいから
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　　年　筑波大学　医学群医学類

　　６　は虚数単位とする。次の条件，をどちらも満たす複素数全体の集合をとする。

　　　　　　の虚部は正である。

　　　　　　複素数平面上の点，，  は一直線上にある。

　　　このとき，以下の問いに答えよ。　

　　　　でない複素数について，の虚部が正であることは，


 
の虚部が負であるための必要十分

　　　　条件であることを示せ。

　　　　集合を複素数平面上に図示せよ。

　　　　


 
とする。がを動くとき， 




の最小値を求めよ。

　　　　，は実数　とすると　


 




   


   

   

　　　，


 




   
であるから　＞



 
＜

　　　条件より，としてよい。よってと，とは異なる。

　　　条件について，，，が一直線上にあるならばとのなす角　

複素数について

  は実数

  はまたは準虚数

　　　
 

   
はまたはであるから

 


は実数，すなわち

　　　　　
 




 


　これから　    　





 



　　　　　 　よって　または

　　　　　は  から 　すなわちは単位円周上にある。

　　　　　はが虚軸上にあることを表す。

　　　条件を合わせて，求める全体の集合は単位円および虚軸，　　

　　　ただし，いずれも実軸より上の部分である。右図太線

　　　の虚部は正であるから，より


 
の虚部は負である。

　　　　　


 
　から　




　よって　

 


























　　　 のとき
 


から ，は点と原点から等距離。は，

　　　　　この点を結ぶ線分の垂直二等分線で実軸より下の部分を動く。右図

　　　のとき
 




 


から

　　　　　 


  







から











よって 









　　　　　は，中心 



，半径




の円の実軸より下の部分を動く。

　　　 



は点と点 




の距離を表す。






 



 




　　　　　と の最短距離は



，との最短距離は






 



　　　　　



＞

 


であるから求める最小値は
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　　年　東京工業大学

　　４　は正の実数とする．複素数がかつ



を満たしながら動くとき，複素数平面上の点

　　　
 

 
が描く図形をとする．このとき，次の問いに答えよ。

　　　　が円となるためのの条件を求めよ．また，そのときの中心が表す複素数との半径を，

　　　　それぞれを用いて表せ．

　　　　がの条件を満たしながら動くとき，虚軸に平行で円の直径となる線分が通過する領域を

　　　　複素数平面上に図示せよ．

　　　
 

 
から，　




は上の式を満たさないから




としてよい。

のとき

アポロニウスの円

　　　　　
 

 
　から　

 

 
，　を用いて　

 

 


　　　　　よって　  



……①

　　　



のとき，点は，点と点




を結ぶ線分の垂直二等分線を描く。は円とならないから





　　　①より　     






，　       



  




　　　　　        

　　　　　
  

  


  

  


 

  
　から　 

  

    
  

  


 


   

　　　　　



  

  


 


   
　よって　 

  

  




  

　　　が円となるための条件は＞，



，中心は

  

  
，半径は



  

　　　虚軸に平行で円の直径となる線分をが実軸より上とすると　
  

   


  


　　　，を実数としてとすると　
  

  
，



  
　……②

　　　＞，



の範囲でが動くとき，＞，　②からを消去しての軌跡を求める。  




と略記。

　　　　　



･
 






 


 ･



　から　









･



　よって　



  








･








 

















を除く

　　　　　



･



　から　









，

　　　　　


 



 



 


  


















  




　　　　　よって　


 



  



 



　……③

　　　は直角双曲線③の＞の部分を描く。

　　　は実軸に関してと対称，の通過領域は右図斜線部分。
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